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第　
　
　

号

 

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
同
法
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
同

法
第
二
十
条
第
一
項
各
号
、
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三

十
六
条
、
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
、
第
九
十
七
条
の
六
並
び
に
別
表
第
二

項
第
四
号
、

項
第
四
号
及
び

項
第
二
号
（

（と）

（ぬ）

（る）

同
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
同
法
第
四
十
八
条
第
七
項
、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場

 

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

 

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
あ
つ
て
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定
」
の
下
に
「
、
同
号
ハ
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定
に
適
合
す
る

 

も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
ハ
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
中
「
保
育
所
」
の
下
に
「
及
び
利
用
者
の
滞
在
時
間
が
短
い
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
衛
生
上

 

支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
」
を
加
え
る
。

  



第
百
九
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
適
合
す
る
建
築
物
」
の
下
に
「
（
そ
の
構
造
及
び
用
途
並
び
に
周
囲
の
状
況
を
考
慮
し
て

 

防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
二
条
第
一
項
中
「
適
合
す
る
建
築
物
」
の
下
に
「
（
そ
の
構
造
及
び
用
途
並
び
に
周
囲
の
状
況
を
考
慮
し
て
防
火
上

支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
百
九
条
の
三
第
二

号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
」
を
「
、
第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐

火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
並
び
に
そ
の
構
造
及
び
用
途
並
び
に
周
囲
の
状
況
を
考
慮
し
て
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
限
る
。
）
と
し
た
建
築
物
又
は
」
を
「
限
り
、
そ
の
構
造
及
び
用
途
並

び
に
周
囲
の
状
況
を
考
慮
し
て
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
と
し
た
建
築
物

又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
適
合
す
る
建
築
物
」
の
下
に
「
（
そ
の
構
造
及
び
用
途
並
び
に
周
囲
の
状
況
を
考
慮
し

 

て
避
難
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
八
条
の
三
第
五
項
中
「
適
合
す
る
建
築
物
」
の
下
に
「
（
そ
の
構
造
及
び
用
途
並
び
に
周
囲
の
状
況
を
考
慮
し
て

 

避
難
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
条
の
九
第
一
項
中
「
及
び
液
化
ガ
ス
」
の
下
に
「
、
圧
縮
ガ
ス
又
は
可
燃
性
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
設
備

  



（
こ
れ
と
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
も
の
を
含
み
、
安
全
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
貯
蔵
し
、
又
は
処
理
さ
れ
る
圧
縮
ガ
ス
及
び
可
燃
性

 

ガ
ス
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
ロ
⑴
中
「
イ
⑴
」
を
「
ロ
⑴
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑵
中
「
イ
⑵
」
を
「
ロ
⑵
」
に
改
め

、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
⑴
中
「
法
第
二
十
条
（
第
一
項
第
一
号
後
段
、
第
二
号
イ
後
段
及
び
第
三
号
イ
後
段
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
、
」
を
「
イ
⑴
に
掲
げ
る
規
定
並
び
に
」
に
改
め
、
「
、
法
第
三
十
七
条
」
を
削
り
、
同
号
イ
⑵
中
「
第

二
章
」
を
「
イ
⑵
に
掲
げ
る
規
定
並
び
に
第
二
章
」
に
改
め
、
「
、
第
三
章
（
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十

二
条
の
八
、
第
七
十
四
条
第
二
項
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
及
び
第
八
十
条
の
三
を
除
き
、
第
八
十
条
の
二
に
あ
つ
て
は

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
安
全
上
必
要
な
技
術
的
基
準
の
う
ち
そ
の
指
定
す
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同

 

号
イ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

 

イ　

次
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定

⑴　

法
第
二
十
条
（
第
一
項
第
一
号
後
段
、
第
二
号
イ
後
段
及
び
第
三
号
イ
後
段
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
法
第

 

三
十
七
条
の
規
定

  



⑵　

第
三
章
（
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
の
八
、
第
七
十
四
条
第
二
項
、
第
七
十
五
条
、
第

七
十
六
条
及
び
第
八
十
条
の
三
を
除
き
、
第
八
十
条
の
二
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
安
全
上
必
要
な
技

 
術
的
基
準
の
う
ち
そ
の
指
定
す
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

 

附　

則

 

（
施
行
期
日
）

 

１　

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

（
型
式
適
合
認
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２　

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
イ
又
は
ロ

に
掲
げ
る
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
建
築
基
準
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
型
式
は
、
そ
れ

ぞ
れ
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
規
定
に
適

 

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
同
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

 

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

 

３　

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

  



  

 

理　

由

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、
型
式
適
合
認
定
の
対
象
と
な
る
建
築
物
の
部
分
及
び
一
連
の
規
定
の
範
囲
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
建
築
物
の
採
光
、
防
火
、
避
難
及
び
用
途
に
関
す
る
規
制
の
合
理
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


